
 
 

・「ありがとう」「ごめん」「おはよう」「おやすみ」を親が伝える姿を見せる。 

・あいさつを大切にする。大人からその姿を見せてよい雰囲気を感じさせる。子どもができたらほめる。 

・言葉づかいに気を付ける。大人が子どものよい手本となる。 

・ゲームのときこそ言葉づかいに気を付けるように決めて実行する。 

・名前を呼ばれたら「はい。」と返事をさせる。 

・子どもと話す時間をつくる。自分に不利益なことを教えてくれたときは「話してくれてありがとう。」と伝え、どうすると

よいかいっしょに考える。 

・家族でお互いのよいところを言い合う。兄弟で比べるのではなく本人をしっかりと見る。 

・友達のよいところも話をするようにする。 

・子どもとのスキンシップを大切にする。「あなたは大切だよ。」などの心が満たされる言葉をかける。 

・「相手の受け取り方は人によって違うよ。」「傷つくことはやめよう。」などの声かけをする。 

・子どもがいろいろな大人と関わる機会をつくる。 

・大人も楽しそうにしている姿を見せる。 

・保護者や地域でつながって子どもの情報を共有できるようにする。 

・子どものことを信じる。 

・いけないことをしたときは家で厳しくする。（厳しくし過ぎないことも大切） 

・ＹｏｕＴｕｂｅやテレビのまねはダサいと伝える。 



 


